
横浜天声キリスト教会　　週報　第 14 巻 48 号（No.513）　　2019 年 12 月 1 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　詩篇 18：9　･･････ 御言葉に耳を傾け心を主に向けましょう。

*賛美　･･････････････････ 　１０７番　永遠の門ひらけ

*交読文　････････････････ 　５５番

*使徒信条　･･････････････　会衆一同

*頌栄　･･････････････････ １１０番　きよき調べ

礼拝のための祈り　･･･････ 成田エクレシア：史執事 天声：小林 伝道師

聖餐式　･･･････････････ 　２８１番

メッセージ　･･････････････ 主のご到来を待ち望む心構え(ルカ 1:5-80)

御言葉を適用する祈り　･･ 　一同

賛美　･･････････････････ 　１０４番　久しく待ちにし

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告　･･････････････････

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）

・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）

・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）

・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

　＿＿は自分の言葉の結ぶ実によって、満ち足り、そのくちびるの産物によって自ら飽

きる。死と生とは舌に支配される、これを愛する者はその実を食べる。(箴言 18:20-21)

　キリストは、神のかたちであられたが、神と等しくあることを固守すべき事とは思わず、

かえって、おのれをむなしうして僕のかたちをとり、人間の姿になられた。その有様は人

と異ならず、おのれを低くして、死に至るまで、しかも十字架の死に至るまで従順であら

れた。それゆえに、神は彼を高く引き上げ、すべての名にまさる名を彼に賜わった。そ

れは、イエスの御名によって、天上のもの、地上のもの、地下のものなど、あらゆるものが

ひざをかがめ、また、あらゆる舌が、「イエス・キリストは主である」と告白して、栄光を父な

る神に帰するためである。（ピリピ 2:6-11）

　わたしは植え、アポロは水をそそいだ。しかし成長させて下さるのは、神である。だから、

植える者も水をそそぐ者も、ともに取るに足りない。大事なのは、成長させて下さる神の

みである。(１コリント 3:6-7)

メッセージ概要

　アドベント（待降節）が始まった。それは主の「ご到来（アドベントゥス）」を待ち望む期間である。この期間、

どのような態度で、主の「ご到来」を待ち望むべきか。バプテスマのヨハネ、すなわち、荒野で叫ぶ者の声

として人々をイエス・キリストへ導いた彼を生み出した彼の親、ザカリヤとエリサベツの夫婦から学びたい。

　イエス様のご降誕に先がけ、最初にしるしが現れたのが、ザカリヤとエリサベツの老夫婦である。この夫

婦は、御前に正しい人であった。しかし彼らには、子がなかった。結婚した当初から、ずっと子が与えられ

るよう祈っていたが、与えられない。歳を取るにつれ、その祈りはますます切なるものとなって行っただろう。

彼らより、遥かにいいかげんに生きている人達には、どんどん子が生まれ成長して行くのに、彼らだけ与え

られない。いよいよ産むのが難しい年齢に達しても、彼らは誰よりも御前にも凛々しく立ち、戒めと定めを

落ち度なく行い、祈っていた。そんなある日。聖所で香を捧げる役が、くじで、ザカリヤに当選した。

　皆が祈る中、その役を果たすために、彼が聖所に入った所、なんと、香壇の右に主の使いが立っている

ではないか。恐怖に襲われている彼に、御使いは言う。「恐れるな、ザカリヤよ、あなたの祈が聞きいれら

れたのだ。あなたの妻エリサベツは男の子を産むであろう。その子をヨハネと名づけなさい。」(13節)
　長年祈り続けてきた「子が与えられる」。それは老夫婦の悲願であったが、神は、単に願望をかなえる以

上の事を、ご計画されていた。その子は、御前に大いなる者となり、イスラエルの多くの子らを主に帰らせ、

エリヤの霊と力をもって、御前に先立って行き、整えられた民を主に備える、というのだ。(14-17節)
　人は、子を産む事を願うが、単に産めば良い、というものではない。  神から託された命を、いかに神の栄

光をあらわす子として育てるか  が大事である。主は、敢えてザカリヤ夫婦に、長年子を与えない事によって、

彼らを祈らせ、御前に凛々しく立たせ、戒めと定めを落ち度無く行う事によって霊性を培い、長年そうする

事によって、この夫婦を、バプテスマのヨハネの親として整えて行ったのだ。

　『どうしてそんな事が、わたしにわかるでしょうか。わたしは老人ですし、妻も年をとっています。』(18節)
彼は、せっかくの喜ばしい主からの言葉を、そのまま信ぜず、自分が納得する事を求めてしまった。

そのような人に与えられるしるしは、「ものが言えなくなる」しるしである。いかに聖所の中で御使いと出会い、

重要なお告げを頂くような奇跡を経験をしたとしても、不信仰な唇を継続するなら、逆に、良くないのだ。

　彼はある日、突然、口がきけなくなった。それ以降、夫婦生活では言葉を発せず、筆談だったが、かえっ

て雑多な言葉を出す口が閉ざされた方が、遥かに良い結果をもたらすのだ。エリサベツは、身ごもった。

　「さてエリサベツは月が満ちて、男の子を産んだ。」(57節)　ザカリヤにいよいよ念願の子が生まれた。

人々はその子に、父と同じ名をつけようとした(59節)。ザカリヤとしても、ようやく生まれた子に、自分自身

の名をつけたかっただろう。しかし、主はあらかじめ「その子をヨハネと名づけなさい」と命じておられた。

　ザカリヤは、自分や他人の望みを手放し、ただ、主が命じられた通り  、「その子の名はヨハネ」と公に示し

たその瞬間、彼の口は開かれた。そして、真っ先に彼の口から出たのは、  神への賛美と、預言だった。

　ザカリヤは、自分の子についての願望や思いを、特に、「自分が納得する事」を降ろし、  100%  、主の御旨

が成るように、と求めた時、主の素晴らしさがハッキリ分かり、その口からは賛美が、また、主の言葉が出て

来た。主の思いは、人のちっぽけな思いよりもはるかに高く、素晴らしい。それに引き換え、人が握りしめる

願望は、なんと小さく永続しないものだろう。それを知る時、ただ主の御旨が成る事だけを求めるのだ。

　『さて幼子は成長し、その霊は強くなり、イスラエルの民の前に公に出現する日まで荒野にいた。』(80節)
ヨハネもまた、主が定めた時に至るまで、自分の唇を閉じた。ヨハネ（イェホハナン）の名には、「主の恵み」

「主の好意」という意味がある。悔い改めてバプテスマを受ける者に、主の恵み・主の好意が注がれるのだ。

　なお、ザカリヤ（ヘブライ語：ゼカルヤフ）は「主を覚える」の意味があり、エリサベツ（エリシャブア）は「誓

いの神」の意味がある。すなわち、「主の誓い」に対し、「主を覚える」事を結婚させ、御前に誠実に歩み続

ける者にこそ、主の好意が生まれるのだ。　主の御業が成されるまで、自分の納得・自分の意見を言いた

い唇は閉じ、理解したい思いは手放し、ただ御言葉に従順して誠実に待ち望み、御業が成された時には、

真っ先に主をほめたたえる皆さんでありますように！イエス様のお名前によって祝福します！

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

主日礼拝（日曜）

日本語礼拝   賛美 10:30　礼拝 11:00
食事/フェローシップ 　      12:30～
English Service　　　          　　 14:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:30～
水曜礼拝

　1部                                           　13:00～
　2部                                           　19:30～
金曜徹夜祈祷会                           21:00～

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B出口を出てまっすぐ徒歩 5 分

JR・関内駅より徒歩 10 分

京急線・日ノ出町駅より徒歩 10 分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。

第 14 巻 48 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2019 年 12 月 1 日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　パスター：　林和也　川合ゆきえ
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voice.of.christ.yokohama/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp

聖書メッセージを携帯で
聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

